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2026年4月16日 厚生労働省記者会見①

mRNA ワクチン接種後の重篤症例に関する情報開示および全国調査、被害者全面救済、
国費執行の透明性と説明責任の履行を求める記者会見（2026年4月16日）

https://jsvrc.jp/kaiken260416
2026年4月16日記者会見発表資料「医療現場よりPVS重篤患者症例」

 新型コロナワクチン接種後の副作用被害を被った患者さんのうち、重篤な症例の一部を抜粋し15症例をリスト化

https://jsvrc.jp/wp-content/uploads/2026/04/pvssyoreilist.pdf

PVS（Post-Vaccination Syndrome）重篤患者症例リスト
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2026年4月16日 厚生労働省記者会見②

mRNAワクチン接種後の重篤症例に関する情報開示および全国調査、被害者全面救済、
国費執行の透明性と説明責任の履行を求める全国署名活動（2026年4月16日～7月12日）

https://voice.charity/events/14092
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出典：第111回厚生労働科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会　令和8年度第1回薬事審議会医薬品等安全対策部会安全対策協会（合同開催） （2026年4月22日開催）
        第104回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会、令和６年度第7回薬事審議会医薬品等安全対策部会安全対策調査会 （合同開催）（2024年10月25日開催）
        第100回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会、令和5年度第15回薬事・食品衛生審議会薬事分科会医薬品等安全対策部会安全対策調査会 （合同開催） （2024年1月26日開催）
        第88回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会、令和４年度第18回薬事・食品衛生審議会薬事分科会医薬品等安全対策部会安全対策調査会（合同開催） （2022年11月11日開催）
      ※コミナティ筋注（総数）及びスパイクバックス筋注（総数）の副反応疑い報告の件数については、起源株ワクチン、2価ワクチン及び株不明のワクチンの総数として集計。
      ※バキスゼブリア筋注については最後の報告時点（2022/11/11）。
        https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/shingi-kousei_284075.html

新型コロナワクチン接種後の副反応疑い報告状況

予防接種後副反応疑い報告
l 予防接種法第12条第1項の規定に基づき、医師等が定期の予防接種又は臨時の予防接種（定期の予防接種等）を

受けた者が一定の症状を呈していることを知った場合に、厚生労働省に報告しなければならない制度です。

l 副反応疑い報告は、発生した症状と予防接種との因果関係が必ずしも明らかでない場合であっても、保健衛生上の
危害の発生又は拡大を防止する観点から報告の必要があると判断される場合には、報告対象となり得ます。

è67,000件以上

副反応疑い
総報告数

è9,325件

重篤症例

è2,314件

死亡症例

 2024年8月4日報告分
※上記以降の重篤症例については正確な集計

自体が困難になっております
 2025年12月31日報告分

 2026年2月20日 厚生労働大臣会見
※厚労大臣の発言より確認

https://www.mhlw.go.jp/stf/kaiken/daijin/0000194708_00898.html
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左記は昭和52年2月から開始された新制度分を比較した　
予防接種健康被害救済制度の累計の認定者数です。

l 新型コロナワクチン以外の日本国内全てのワクチン
（1977年2月～2021年12月）

3,522件（死亡認定 151件）

l 新型コロナワクチン

　　（2021年8月～2026年7月13日公表分）

 9,487件（死亡認定 1,076件）
1つのワクチンが、過去45年間の日本国内全てのワクチン被害の

累計認定件数の2.7倍、死亡認定件数では7.1倍以上に達しています。

出典： 厚生労働省予防接種健康被害救済制度認定者数
　　　　昭和52年2月から開始された新制度分の累計（令和3年12月末発表文）

　　　　https://www.mhlw.go.jp/topics/bcg/other/6.html

出典元：第42回疾病・障害認定審査会  感染症・予防接種審査分科会 新型コロナウイルス感染症予防接種
健康被害審査第一部会審議結果 2016年7月13日 厚労省発表分 　　 　　　　　　　　　　　　　　　

　https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001722810.pdf

予防接種健康被害救済制度 認定者数
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ご支援くださった皆さまへ

新型コロナ後遺症、新型コロナワクチン後遺症の検体検査を実現する
臨床研究のためのクラウドファンディング

2026年3月2日～6月30日
https://congrant.com/project/jsvrc/21619

mRNAワクチン接種後の重篤症例に関する情報開示および全国調査、
被害者全面救済、国費執行の透明性と説明責任の履行を求める全国署名活動

2026年4月16日～7月12日
https://voice.charity/events/14092
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全国署名活動に関するご報告

【10万人署名】mRNAワクチン接種後の重篤症例に関する情報開示および全国調査、被害者全面救済、
国費執行の透明性と説明責任の履行を求める全国署名活動（2026年4月16日～7月12日）

https://voice.charity/events/14092

署名総数：35,123筆
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厚生労働大臣への５つの要望

https://jsvrc.jp/wp-
content/uploads/2026/07/youbousyo260716.pdf
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https://jsvrc.jp/wp-content/uploads/2026/07/seigan_syu2607.pdf.

衆議院・参議院への国会請願提出に関するご報告①

https://jsvrc.jp/wp-content/uploads/2026/07/seigan_san2607.pdf

衆議院

参議院
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衆議院・参議院への国会請願提出に至る経緯①

立憲民主党国会レポート2023
（第209回臨時国会、210回臨時国会、211回通常国会の総括）

https://cdp-japan.jp/visions/diet-report/2023/3-07

「コロナ後遺症対策推進法案」（2023年6月14日）

「コロナワクチン健康被害救済法案」を衆議院に提出

https://jsvrc.jp/wp-
content/uploads/2026/07/from-seitou202607.pdf

「立憲民主党」からは、現時点で法案の
再提出には至っていないと返答がありました。

https://jsvrc.jp/wp-
content/uploads/2026/07/to-

seitou202607.pdf
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衆議院・参議院への国会請願提出に至る経緯②

https://jsvrc.jp/wp-content/uploads/2026/07/to-seitou202607.pdf

p 自由民主党　　　

p 中道改革連合

p 国民民主党

p 日本共産党

p れいわ新選組

p 日本保守党

p 日本維新の会

p 公明党

p 参政党

p チームみらい

p 社会民主党

「立憲民主党」を除く11の国政政党
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衆議院・参議院への国会請願提出に至る経緯③

https://jsvrc.jp/wp-content/uploads/2026/07/from-seitou202607.pdf

p 自由民主党　　　

p 中道改革連合

p 国民民主党

p 日本共産党

p れいわ新選組

p 日本保守党

p 日本維新の会

p 公明党

p 参政党

p チームみらい

p 社会民主党

「立憲民主党」を除く
11政党へ請願協力を依頼
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https://jsvrc.jp/wp-content/uploads/2026/07/seigan_syu2607.pdf
https://jsvrc.jp/wp-content/uploads/2026/07/seigan_san2607.pdf

.

参議院第「第221回国会 厚生労働委員会請願情報」
https://www.sangiin.go.jp/japanese/joho1/kousei/seigan/221/futaku/fu22100692704.htm

衆議院 「第221回国会請願情報」
https://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_seigan.nsf/html/seigan/2211444.htm

参議院

衆議院

衆議院・参議院への国会請願提出に関するご報告②



mRNAワクチン接種後健康被害の実態把握と
被害者全面救済に関する国会請願

～請願提出後の流れ～

業務執行理事

藤沢　明徳

一般社団法人ワクチン問題研究会
https://jsvrc.jp

2026年7月16日
記者会見スライド資料
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衆議院・参議院への請願提出後の流れ①

参議院「請願の提出から採択・内閣送付まで」

https://www.sangiin.go.jp/japanese/annai/seigan.html

請願提出後、採択された場合の流れ

1.  本請願は、衆議院及び参議院の厚生労働委員会

に付託され、委員会において審査される。

2.  委員会で「採択すべきもの」と決定された請願は本

会議に付され、本会議で採択されると内閣へ送付さ

れる。

3. 内閣は請願を所管省庁へ送付し、その処理を行う。

4. 所管省庁は請願の趣旨に基づき必要な処理を行い、

その処理経過は内閣を通じて国会へ報告される。
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衆議院・参議院への請願提出後の流れ②

参議院「請願の提出から採択・内閣送付まで」

https://www.sangiin.go.jp/japanese/annai/seigan.html

第221回国会（特別会）

• 2026年2月18日〜7月17日（会期予定150日間）

※本国会において、会期延長の可能性がある。

請願提出後の現在の状況（2026年7月15日時点）

• 衆議院・参議院の両院に請願書を提出し、正式に受理され

ている。

– 衆議院・参議院の両院厚生労働委員会に付託されてお

り、今後審査が行われる予定。

– 国会閉会後、請願を紹介した議員に対し、その審査結

果が通知される。
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全国有志医師の会の国会請願について

https://vmed.jp/529

2022年4月、当研究会の支持母体である

「全国有志医師の会」は、「現行のmRNAワ

クチン接種の即時中止と人権侵害をきたす

感染症対策の是正」を求める請願書を、

衆議院を通じて国会へ提出。

残念ながら採択には至りませんでしたが、

同会は科学的根拠に基づいて健康被害を

招く危険性をいち早く指摘し、mRNAワクチ

ンの安全性に対する懸念の表明とともに、

接種事業の即時中止を求めておりました。

4年以上前に、健康被害の拡大を予見し、国会へ請願書を提出していた
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遺伝子治療薬の機序を持つmRNA-LNP製剤
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「特例承認」によって引き起こされた健康被害①

Ø 本来ワクチンではなく、“遺伝子治療に用

いる核酸医薬”の技術を応用した新型コロ

ナワクチンが、従来のワクチンと同じ枠組

みで審査され、コロナ禍の緊急事態を背

景に、承認申請からわずか58日という極

めて短期間で『特例承認』された。

Ø 2021年2月から医療従事者等への先行接

種が開始され、順次一般接種へと拡大さ

れた。
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「特例承認」によって引き起こされた健康被害②

安全性の希薄な、リスクを伴う遺伝子治療薬の機序を持つmRNA-LNP製剤が

「特例承認」されたことにより、健康被害が拡大した可能性は否定出来ない。



被害者全面救済と抜本的な問題解決に向けて
～研究成果を踏まえた提言～

代表理事
京都大学名誉教授

福島　雅典

一般社団法人ワクチン問題研究会
https://jsvrc.jp

2026年7月16日
記者会見スライド資料
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法人設立以来、ご支援くださった皆さまへ

新型コロナ後遺症、新型コロナワクチン後遺症の検体検査を実現する臨床研究のためのクラウドファンディング
2026年3月2日～6月30日

https://congrant.com/project/jsvrc/21619

mRNAワクチン接種後の重篤症例に関する情報開示および全国調査、
被害者全面救済、国費執行の透明性と説明責任の履行を求める全国署名活動

2026年4月16日～7月12日

https://voice.charity/events/14092

新型コロナ後遺症、新型コロナワクチン後遺症の治療法に関する臨床研究のためのクラウドファンディング
2024年12月10日～2025年2月28日

https://congrant.com/project/jsvrc/14267

署名総数：35,123筆


